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1.巻頭言
東北大学情報シナジーセンター長　川添良幸
本センターは､大型計算機センター等を再編しで情報シナジーセンターとしての活動を開始して5年目にな
ります｡この間に､国立大学は全て法人格を取得し､従来とは全く異なる組織として新たな出発をすることにな
りました｡我々は､全国共同利用施設としで情報基盤の整備･運用と､その充実のための研究により､教育研
究の支援を行うという本センターの設置目的に従って､一年間活動してまいりました.その成果をこの年報第4
号としてまとめさせていただきました｡読んでいただけば分かりますが､利用者登録に始まり講習会やプログラ
ム相談と実に膨大な日常業務をこなしています｡ネットワークに関しては､特にインフラストラクチャーとして全
ての業務において極めて重要な役割を担っているにも関わらず利用者の皆様には｢見えないのが最高｣という
システムの特性から裏方に徹したサTビスに努めています｡
1年半で2倍(長期的には10年で100倍)という集積回路の集積度向上を表すムーアの法則にほぼ比例し
てCPUの処理能力も増大すると思われていましたが､ 10年ほど前にスーパーコンピューターの処理能力の頭
打ち状態が見えてきました｡しかし､その直後に10年で1000倍という予測をはるかに上回る驚くべき進展速度
が達成されました｡その理由は､ 1995年に米国でASClプロジェクトが始まり､省エネルギー型のパソコンと共
通のCPUを使うという従来とは全く異なる方法でスーパーコンピューターの格安化が達成されたからです｡一
方､旧来のスーパーコンピューターの処理能力評価用に開発されたLinpack benchmarkのテストプログラムで
は､小さいCPU単位を沢山並列結合した現在の計算機の本当の実行性能は計れないことも明らかになりつつ
ありますo CPU性能ばかりではなく､ネットワーク性能などを含む総合評価を行えるHPCC (HighPerformance
computing Challenge) benchmarkと呼ばれる新評価システムでは､ FFTなど実際のシミュレーション計算で必
要となる項目も追加され､より実行性能に近い評価が得られます｡本センターで利用していただいている日本
電気製sX-7スーパーコンピューターは､ HPCCの28指標中何と16個も世界一に輝いている実蹟あるシスチ
ムであり､本センターでは､それを活用した超大規模計算が多数実行されています｡
このような最新型のスーパーコンピューターを導入しても､ユーザーの皆様からの､さらなる高度な研究成果
を実現するための超高速性能と膨大なメモリー容量-の要求は止まるところを知らない勢いです｡すでに分か
っていることですが､平成17年度の本センターのユーザーによる利用計画は処理能力を超えております｡今
年度は､並列計算機システムAzusAの更新予定です｡現在､ Gaussianなどのベクトル化率の低いパッケージ
プログラムでメモリー容量が数GB程度のジョブはベクトル型スーパーコンピューターではなく､ AzusAをお使い
いただいています｡今後とも､このような複合型システムの提供で全体利用効率の向上を図り､限られた資源
を最大限に活用し､利用者の皆様-最速のターンアラウンドタイムを提供するように努力して参ります｡
本センターの重要な業務には､本学全構成員に関係する図書の電子化に関する部分があり､オンライン化
の進展によりネットワーク利用も急増しています｡一体運営によるシナジー効果を発揮して､利用者の皆様の
ご要望に応えられるように努力しています｡本年度からは学生の全学認証システム稼動により､入学時点から
図書の利用が可能となりました｡
最後になりますが､ 4月から情報シナジーセンター長を仰せつかりました｡初めて年報の巻頭言を書かせて
いただきます｡本センターは､全国共同利用のスーパーコンピュアタ-センターであると同時に､本学の情報
基盤を支える組織であり､その重要度は増大する一方だと認識しております｡特に､法人化に対応して本学の
計算処理や事務処理に関する膨大な業務の中心となることが期待されています｡厳しい環境下にはあります
が､継続的に利用者の皆様に満足いただけるサービスに努めて参りますので､今後ともご支援のほど､宜しく
お願い申し上げます｡
